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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端末からの複数のデータフローを
データパケットとして転送するフレーム送受信システムであって、
　複数の前記データフローで構成された前記データパケットを送信するためのフレームを
組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレームか非確認型フレームかを識
別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフローそれぞれを識別するための
データフロー識別子を前記フレームそれぞれに付与する識別子付与手段と、
　当該付与したＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認型フレームかを識別する
と共に確認型フレームに対してのみ前記データフロー識別子ごとにフレームの損失を判断
し、当該損失した確認型フレームの再送を要求する再送要求手段と、
　当該再送を要求された確認型フレームを再送する再送手段と、
を備えるフレーム送受信システム。
【請求項２】
　通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端末からの複数のデータフローを
データパケットとして転送するフレーム送受信システムに用いられるフレーム送信装置で
あって、
　複数の前記データフローで構成された前記データパケットを送信するためのフレームを
組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレームか非確認型フレームかを識
別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフローそれぞれを識別するための
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データフロー識別子を前記フレームそれぞれに付与する識別子付与手段を備えるフレーム
送信装置。
【請求項３】
　前記確認型フレームそれぞれに対して、前記設定したコネクションごとであって前記デ
ータフロー識別子ごとにシーケンス番号を付与する番号付与手段を備える、請求項２に記
載のフレーム送信装置。
【請求項４】
　通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端末からの複数のデータフローを
データパケットとして転送するフレーム送受信システムに用いられるフレーム受信装置で
あって、
　複数の前記データフローで構成された前記データパケットを送信するためのフレームに
付与されたＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認型フレームかを識別すると共
に確認型フレームに対してのみフレームの損失を判断し、当該損失した確認型フレームの
再送を要求する再送要求手段と、
　前記再送要求手段が前記確認型フレームの再送を要求した場合に、当該再送の要求に応
じて再送される確認型フレームを受信するまで既に受信した確認型フレームを一時的に保
持する保持手段とを備え、
　当該複数のデータフローそれぞれを識別するためのデータフロー識別子が前記フレーム
それぞれに付与されている場合に、
　前記保持手段は、損失した確認型フレームと同一のデータフロー識別子を有する確認型
フレームを一時的に保持する、フレーム受信装置。
【請求項５】
　通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端末からの複数のデータフローを
データパケットとして転送するフレーム送受信方法であって、
　識別子付与手段が、複数の前記データフローで構成された前記データパケットを送信す
るためのフレームを組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレームか非確
認型フレームかを識別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフローそれぞ
れを識別するためのデータフロー識別子を前記フレームそれぞれに付与するステップと、
　再送要求手段が、当該付与したＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認型フレ
ームかを識別すると共に確認型フレームに対してのみ前記データフロー識別子ごとにフレ
ームの損失を判断し、当該損失した確認型フレームの再送を要求するステップと、
　再送手段が、当該再送を要求された確認型フレームを再送するステップと、
を備えるフレーム送受信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、フレーム送受信システム、フレーム送信装置、フレーム受信装置、フレーム送
受信方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
第三世代移動通信システムとして、３ＧＰＰ（３ｒｄ　ＧｅｎｅｒａｔｉｏｎＰａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）で標準化されているＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）が存在する。ＵＭＴ
Ｓの無線アクセス方式では、物理レイヤとアプリケーションレイヤとの間に独自の無線プ
ロトコルを使用して通信が行われる。無線プロトコルは移動局と無線ネットワーク制御局
（ＲＮＣ）との間で設定され、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎ
ｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）、及びＭ
ＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）のサブレイヤから成る。この中で
ＲＬＣサブレイヤ（下記、非特許文献１参照。）は通信開始時にコネクションを設定し、
確認型や非確認型の通信を行うことができる。ＲＬＣサブレイヤでは、ＴＭ（Ｔｒａｎｓ
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ｐａｒｅｎｔ　Ｍｏｄｅ）、ＵＭ（Ｕｎａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｍｏｄｅ）、
ＡＭ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　Ｍｏｄｅ）の３つのモードをＲＬＣコネクショ
ン設定時に決定する。ＴＭは上位データを分割し下位のサブレイヤに受け渡す（又はその
逆）だけの機能を持つ。ＵＭとＡＭは上位データを分割又は多重してＲＬＣ－ＰＤＵに搭
載させることが可能であり、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケットのよ
うな可変長データを転送するのに適している。ＵＭは再送機能を持たないが、ＡＭは再送
制御により無線区間の品質劣化に伴う誤りを訂正する機能を持つ。これらのモードはコネ
クションごとに設定され、再送を必要とするデータフローと必要としないデータフローと
を扱う場合、それぞれコネクションを設定する必要がある。
【０００３】
移動局が一つのデータフローからなる通信を行う場合、データフローが要求するＱｏＳ（
Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）条件に従って適切なＲＬＣコネクションモード
を選択することができる。しかしながら多数の通信端末が一つの移動局を介して移動通信
を行う形態では、ＲＬＣコネクションの利用方法には二つの形態が考えられる。一つは、
全てのデータフローを一つのＲＬＣコネクションで転送する形態、もう一つはデータフロ
ー毎にＲＬＣコネクションを設定する形態である。前者は、様々なＱｏＳ要求を持つデー
タフローに対して、ＲＬＣコネクション上のＱｏＳ条件は全て同一としなければならない
という課題がある。誤り率の高い無線区間でのデータ誤りを自動再送制御によって訂正す
ることは、誤りが許されないデータ通信にとってはスループットを向上させるためになく
てはならない技術である。しかしながら例えば音声通信を同じように再送してしまうと、
再送による通信遅延から、要求されるＱｏＳを満たすことができなくなるという課題があ
る。従って、無線プロトコルでの再送制御はＱｏＳに応じて行われるべきである。また、
後者については、一つの移動局が多数のＲＬＣコネクション管理を行わなければならない
という課題がある。これはデータフロー毎にＲＬＣコネクションを管理する性能を装置に
要求し、また、ＲＬＣフレームを転送するトランスポートコネクションを、移動局のハン
ドオーバのたびにデータフロー分同時に切り替えることは、移動局とネットワークに負荷
を与え、それらのパフォーマンスを低下させることになる。また、移動局がデータフロー
を追加する場合、ＲＬＣコネクション設定のための接続遅延が生ずるという課題がある。
【０００４】
【非特許文献１】
３ＧＰＰ，ＴＳ２３．１０７，“Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＲＬＣ）ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ，”　Ｄｅｃ．２００２．
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように一つの移動局が複数のＱｏＳ要求を持つデータフローを転送する場合、単
一の無線プロトコルコネクションで転送すると、再送条件は同一のものとなり、リアルタ
イム性を要求するアプリケーションと、リアルタイム性を要求しないアプリケーションに
対して両方を満足するような転送を行うことは困難であった。また、ＱｏＳ条件に応じて
異なる無線プロトコルコネクションを設定すればそれぞれのＱｏＳ条件を満足することが
可能となるが、無線プロトコルコネクションを多数設定することで、新しいデータフロー
追加のたびに無線プロトコルコネクション設定による遅延を生ずる。また、移動局がハン
ドオーバした時に、それぞれの無線プロトコルコネクションの経路を同時に変更すること
は無線アクセスネットワークの制御負荷を増大させ、ネットワークパフォーマンスを低下
させることにつながる。
【０００６】
そこで本発明では、無線プロトコルコネクションの設定を減少させると共に、通信品質の
向上及び移動機とネットワークのパフォーマンスを向上することができるフレーム送受信
システム、フレーム送信装置、フレーム受信装置、及びフレーム送受信方法を提供するこ
とを課題とする。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】
　本発明のフレーム送受信システムは、通信に先立って設定した１つのコネクション上で
通信端末からの複数のデータフローをデータパケットとして転送するフレーム送受信シス
テムであって、複数のデータフローで構成されたデータパケットを送信するためのフレー
ムを組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレームか非確認型フレームか
を識別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフローそれぞれを識別するた
めのデータフロー識別子をフレームそれぞれに付与する識別子付与手段と、当該付与した
ＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認型フレームかを識別すると共に確認型フ
レームに対してのみデータフロー識別子ごとにフレームの損失を判断し、当該損失した確
認型フレームの再送を要求する再送要求手段と、当該再送を要求された確認型フレームを
再送する再送手段と、を備える。
【０００８】
本発明のフレーム送受信システムによれば、ＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか否
かを判断し、確認型フレームに対してのみフレームの損失を判断して再送を要求するので
、確認型フレームに対してのみ再送制御を行うことができる。
【０００９】
　本発明のフレーム送信装置は、通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端
末からの複数のデータフローをデータパケットとして転送するフレーム送受信システムに
用いられるフレーム送信装置であって、複数のデータフローで構成されたデータパケット
を送信するためのフレームを組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレー
ムか非確認型フレームかを識別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフロ
ーそれぞれを識別するためのデータフロー識別子をフレームそれぞれに付与する識別子付
与手段を備える。
 
【００１０】
本発明のフレーム送信装置によれば、組み立てたフレームそれぞれにＱｏＳ識別子を付与
するので、各フレームに対して確認型フレームか否かを判断するための情報を付与できる
。
【００１１】
　また、データフローを識別するためのデータフロー識別子を付与するので、各フレーム
がどのデータフローであるかを識別するための情報を付与できる。
【００１３】
また本発明のフレーム送信装置では、確認型フレームそれぞれに対して、設定したコネク
ションごとであってデータフロー識別子ごとにシーケンス番号を付与する番号付与手段を
備えることも好ましい。データフロー識別子ごとにシーケンス番号を付与するので、例え
ばフレーム受信装置側ではデータフローごとにこのシーケンス番号の不連続によって確認
型フレームの損失を認識できる。
【００１４】
　本発明のフレーム受信装置は、通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信端
末からの複数のデータフローをデータパケットとして転送するフレーム送受信システムに
用いられるフレーム受信装置であって、複数のデータフローで構成されたデータパケット
を送信するためのフレームに付与されたＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認
型フレームかを識別すると共に確認型フレームに対してのみフレームの損失を判断し、当
該損失した確認型フレームの再送を要求する再送要求手段と、再送要求手段が確認型フレ
ームの再送を要求した場合に、当該再送の要求に応じて再送される確認型フレームを受信
するまで既に受信した確認型フレームを一時的に保持する保持手段とを備え、当該複数の
データフローそれぞれを識別するためのデータフロー識別子がフレームそれぞれに付与さ
れている場合に、保持手段は、損失した確認型フレームと同一のデータフロー識別子を有
する確認型フレームを一時的に保持する。
【００１５】
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本発明のフレーム受信装置によれば、ＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか否かを判
断し、確認型フレームに対してのみフレームの損失を判断して再送を要求するので、確認
型フレームに対してのみ再送制御を行うことができる。
【００１６】
　また、既に受信した確認型フレームを一時的に保持するので、再送される確認型フレー
ムとあわせてデータパケットを再構成できる。
【００１７】
　また、既に受信した確認型フレームをデータフローごとに一時的に保持するので、再送
される確認型フレームとあわせてデータフローごとにデータパケットを再構成できる。
【００１８】
　本発明のフレーム送受信方法は、通信に先立って設定した１つのコネクション上で通信
端末からの複数のデータフローをデータパケットとして転送するフレーム送受信方法であ
って、識別子付与手段が、複数のデータフローで構成されたデータパケットを送信するた
めのフレームを組み立てて当該組み立てたフレームそれぞれに確認型フレームか非確認型
フレームかを識別するためのＱｏＳ識別子を付与し、当該複数のデータフローそれぞれを
識別するためのデータフロー識別子をフレームそれぞれに付与するステップと、再送要求
手段が、当該付与したＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか非確認型フレームかを識
別すると共に確認型フレームに対してのみデータフロー識別子ごとにフレームの損失を判
断し、当該損失した確認型フレームの再送を要求するステップと、再送手段が、当該再送
を要求された確認型フレームを再送するステップと、を備える。
【００１９】
本発明のフレーム送受信方法によれば、ＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか否かを
判断し、確認型フレームに対してのみフレームの損失を判断して再送を要求するので、確
認型フレームに対してのみ再送制御を行うことができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明の知見は、例示のみのために示された添付図面を参照して以下の詳細な記述を考慮
することによって容易に理解することができる。引き続いて、添付図面を参照しながら本
発明の実施の形態を説明する。可能な場合には、同一の部分には同一の符号を付して、重
複する説明を省略する。
【００２１】
本実施形態を説明する前提となるネットワーク１ａ（フレーム送受信システム）について
図１を用いて説明する。このネットワーク１ａは、移動通信ネットワーク１０と、移動局
２０と、移動ネットワーク３０とから構成されている。また、移動通信ネットワーク１０
は、基地局１０１と、無線回線制御局１０２と、コアネットワーク１０３とを含む。移動
局２０は、移動通信ネットワーク１０にアクセスする無線インターフェイスを持ち、一つ
以上の通信端末からなる移動ネットワーク３０と接続する。基地局１０１は、移動局２０
への無線インターフェイスと、無線回線制御局１０２とのインターフェイスを持つ。無線
回線制御局１０２はコアネットワーク１０３を介して移動通信ネットワーク１０の外部と
の通信が可能である。図１のネットワーク１ａにおいては、基地局１０１と無線回線制御
局１０２とは別のノードとして記載されているが、これらが同一ノードとして構成される
こともある。移動局２０は移動ネットワーク３０の多数の通信端末からのデータフローを
、一つの無線インターフェイスを介して移動通信ネットワーク１０に転送する。
【００２２】
移動局２０がパケット転送のために移動通信ネットワーク１０に対して通信要求を行うと
、移動局２０と無線回線制御局１０２との間に無線プロトコルコネクションが設定される
。無線プロトコルは無線フレームの生成と再送制御機能を有する。無線フレームは固定長
と可変長の可能性がある。無線プロトコルは、上位レイヤのデータパケット長が無線フレ
ーム搭載可能長よりも大きい場合、上位データを分割して無線フレームに搭載して下位レ
イヤに引渡し、複数の無線フレームに分割されたデータパケットを受信した場合は、元の
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データに組み立てて上位レイヤに引き渡す機能を持つ。
【００２３】
引き続いて、本実施形態のフレーム送信装置４０及びフレーム受信装置５０について説明
する。本実施形態のフレーム送信装置４０及びフレーム受信装置５０は、無線プロトコル
を終端するように移動局２０及び無線回線制御局１０２にそれぞれ配置されている。本実
施形態のフレーム送信装置４０の構成を図２に、フレーム受信装置５０の構成を図３にそ
れぞれ示す。尚、以下のフレーム送信装置４０及びフレーム受信装置５０の説明において
は、フレーム送信装置４０が移動局２０に、フレーム受信装置５０が無線回線制御局１０
２にそれぞれ配置されているものとする。
【００２４】
最初にフレーム送信装置４０について図２を参照しながら説明する。フレーム送信装置４
０は、ＱｏＳ識別部４０１と、フレーム組立部４０２（識別子付与手段、番号付与手段）
と、再送管理部４０３（再送手段）と、誤り検出符号付与部４０４とを含む。フレーム送
信装置４０が配置されている移動局２０がデータパケットを移動ネットワーク３０から受
信すると、データパケットを無線フレームフォーマットに従って無線フレームに搭載する
。この無線フレーム長がデータパケット長よりも短い場合には、データパケットを分割し
て無線プロトコルに搭載する。
【００２５】
フレーム送信装置４０のＱｏＳ識別部４０１は、データパケットに記述されているＱｏＳ
情報又はデータフローを構成するコネクションのＱｏＳ情報を識別する部分である。デー
タパケットに記述されるＱｏＳ情報にはＩｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＩＰ）パ
ケットにおけるＤｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｃｏｄｅ　Ｐｏｉｎ
ｔ（ＤＳＣＰ）などが、コネクションのＱｏＳ情報にはＡｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒ
ａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ（ＡＴＭ）におけるＶｉｒｔｕａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｎｎ
ｅｃｔｉｏｎ（ＶＣＣ）ごとに設定されるサービスカテゴリなどが考えられる。
【００２６】
フレーム送信装置４０のフレーム組立部４０２は、データパケットを必要であれば分割し
て無線フレームを生成する部分である。フレーム組立部４０２は、データパケット長が無
線フレーム搭載可能長よりも長い場合にデータパケットを分割して無線フレームを生成す
る。フレーム組立部４０２は、この生成した無線フレームのヘッダに、データパケットに
記述されているＱｏＳ情報又はデータフローを構成するコネクションのＱｏＳ情報に従っ
てＱｏＳ識別子を付与する。一般に音声などのように一定の誤りを許容し、遅延に厳しい
ＱｏＳを持つ通信は再送を行わないように処理する。一方、データ通信のようにある程度
の遅延を許容し、誤りを許容しないＱｏＳを持つ通信は再送制御によって誤り訂正を行う
。以下では、データ誤りやフレーム損失に伴う再送を行うように要求するフレームを確認
型フレーム、再送を行わないフレームを非確認型フレームと呼称する。フレーム組立部４
０２は、一つの無線プロトコルコネクションの確認型フレームに対して、シーケンス番号
をシーケンシャルに付与する。フレーム組立部４０２は、確認型フレームを再送管理部４
０３に出力し、非確認型フレームを誤り検出符号付与部４０４に出力する。
【００２７】
ここで、ＱｏＳ識別子の例を図４（ａ）及び図４（ｂ）を参照しながら説明する。図４（
ａ）の例は、データパケットのＱｏＳ情報から再送を必要とするか否かを判断して識別子
を付与する例である。図４（ａ）の例では、ＱｏＳ識別子が「０」の場合は非確認型フレ
ームであることを示し、ＱｏＳ識別子が「１」の場合は確認型フレームであることを示し
ている。図４（ｂ）の例は、データパケットのＱｏＳ情報をそのままマッピングする例で
ある。図４（ｂ）の例では、データパケットの各ＱｏＳクラスに対してどのような再送制
御を行うか、フレーム送信装置４０及びフレーム受信装置５０の間で予め決定しておく必
要がある。
【００２８】
図２に戻って、再送管理部４０３は、確認型フレームを再送のためにバッファし、フレー
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ム受信装置５０から要求があった場合には対応する確認型フレームを誤り検出符号付与部
４０４に出力する部分である。再送管理部４０３は、フレームを送信すると共に再送タイ
マを始動し、フレーム受信装置からの確認応答（ＡＣＫ）を受け取るまで、再送のための
フレームをバッファする。再送管理部４０３は、ＡＣＫを受け取るとバッファしていたフ
レームを破棄する。再送管理部４０３は、再送タイマのタイムアウト又はＡＣＫのシーケ
ンス番号からフレーム損失を検出すると、バッファしているフレームを誤り検出符合付与
部４０４に出力する。
【００２９】
誤り検出符合付与部４０４は、フレーム組立部４０２及び再送管理部４０３から出力され
る無線フレーム（確認型フレーム及び非確認型フレーム）に対して誤り検出符合を付与し
、その無線フレームをフレーム受信装置５０に送信するために下位レイヤに出力する部分
である。
【００３０】
引き続いて、フレーム受信装置５０について図３を参照しながら説明する。フレーム受信
装置５０は、誤り検出部５０１と、ＱｏＳ参照部５０２（再送要求手段）と、シーケンス
番号参照部５０３（再送要求手段）と、バッファ部５０４（保持手段）と、パケット再構
成部５０５とを含む。フレーム受信装置５０が配置されている無線回線制御局１０２が無
線フレームを受信すると、その無線フレームは下位レイヤからフレーム受信装置５０の誤
り検出部５０１に入力される。
【００３１】
誤り検出部５０１は、無線フレームの誤り検出を行い、誤りのあるフレームは破棄し、誤
りのないフレームはＱｏＳ参照部５０２に出力する部分である。
【００３２】
ＱｏＳ参照部５０２は、誤り検出部５０１から出力されるフレームのＱｏＳ識別子を参照
し、確認型フレームであればシーケンス番号参照部５０３に出力し、非確認型フレームで
あればパケット再構成部５０５に出力する部分である。
【００３３】
シーケンス番号参照部５０３は、確認型フレームのシーケンス番号を参照し、そのシーケ
ンス番号を付与したＡＣＫをフレーム送信装置４０に送信する部分である。また、シーケ
ンス番号参照部５０３は、ＱｏＳ参照部５０２から出力される確認型フレームをバッファ
部５０４に出力する。更に、シーケンス番号参照部５０３は、確認型フレームのシーケン
ス番号を参照し、シーケンス番号抜けによってフレーム損失を検出すると、以降に受信し
た確認型フレームをバッファするようにバッファ部５０４に指示を出力する。
【００３４】
バッファ部５０４は、シーケンス番号参照部５０４から出力される確認型フレームをパケ
ット再構成部５０５に出力する部分である。また、バッファ部５０４は、シーケンス番号
参照部から確認型フレームをバッファするように指示を受けると、それ以降に受信した確
認型フレームをバッファする。更に、バッファ部５０４は、フレーム送信装置４０から再
送される確認型フレームを受け取ると、バッファしている確認型フレームと順序制御を行
ってパケット再構成部５０５に出力する。
【００３５】
パケット再構成部５０５は、ＱｏＳ参照部５０２及びバッファ部５０４から出力される無
線フレーム（確認型フレーム及び非確認型フレーム）から無線プロトコルヘッダを除去し
、データパケットを再構成して上位レイヤに引き渡す部分である。
【００３６】
本実施形態のネットワーク１ａにおいてフレームを送受信する方法を説明するために、上
述したフレーム送信装置４０及びフレーム受信装置５０の動作について図５を参照しなが
ら詳細に説明する。図５中の「Ｕ」は、非確認型フレームであることを示している。図５
の例では、フレーム受信装置５０のシーケンス番号参照部５０３がフレーム３の損失を検
出する。シーケンス番号参照部５０３から以降の確認型フレームをバッファするように指
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示を受けたバッファ部５０４はフレーム４をバッファする。その後、再送されてくるフレ
ーム３を受信すると、バッファ部５０４が順序制御を行って、パケット再構成部５０５が
パケットを再構成する。尚、非確認型フレームは、ＱｏＳ参照部５０２から直接パケット
再構成部５０５へ出力されるので、バッファ部５０４でバッファ処理されることはない。
【００３７】
上述したのは、無線プロトコルコネクションに対してシーケンス番号管理を行う例であっ
たが、引き続いて、データフロー識別子ごとにシーケンス番号管理を行う例を説明する。
【００３８】
ＱｏＳ識別部４０１は、データパケットに記述されているＱｏＳ情報又はデータフローを
構成するコネクションのＱｏＳ情報を識別すると共に、データフローを識別する。このデ
ータフローは、ＩＰパケットのＩＰアドレストランスポートレイヤプロトコルのポート番
号、ＡＴＭコネクションのＶＣＩ（Ｖｉｒｔｕａｌ
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）などから識別する。
【００３９】
フレーム組立部４０２は、データパケットを必要であれば分割して無線フレームを生成す
る。フレーム組立部４０２は、データパケット長が無線フレーム搭載可能長よりも長い場
合にデータパケットを分割して無線フレームを生成する。フレーム組立部４０２は、生成
した確認型フレームに対してデータフロー識別子ごとに、シーケンス番号をシーケンシャ
ルに付与する。再送管理部４０３は、フレームを送信すると共に再送タイマを始動し、フ
レーム受信装置からの確認応答（ＡＣＫ）を受け取るまで、再送のためのフレームをバッ
ファする。再送管理部４０３は、ＡＣＫを受け取るとバッファしていたフレームを破棄す
る。再送管理部４０３は、再送タイマのタイムアウト又はＡＣＫのシーケンス番号からフ
レーム損失を検出すると、バッファしているフレームを誤り検出符合付与部４０４に出力
する。
【００４０】
シーケンス番号参照部５０３は、確認型フレームのシーケンス番号を参照し、シーケンス
番号抜けによってフレーム損失を検出すると、以降に受信した同じデータフローの確認型
フレームをバッファするようにバッファ部５０４に指示を出力する。
【００４１】
バッファ部５０４は、シーケンス番号参照部から確認型フレームをバッファするように指
示を受けると、それ以降に受信した同じデータフローの確認型フレームをバッファする。
更に、バッファ部５０４は、フレーム送信装置４０から再送される確認型フレームを受け
取ると、バッファしている同じデータフローの確認型フレームと順序制御を行ってパケッ
ト再構成部５０５に出力する。
【００４２】
このデータフロー識別子ごとにシーケンス番号管理を行う例について、図６を参照しなが
ら詳細に説明する。図６中の「Ｕ」は、非確認型フレームであることを示している。また
、各フレームにおいてハイフンの前にある数字はデータフロー識別子を示し、ハイフンの
後にある数字はデータフロー毎のシーケンス番号を示している。図６の例では、フレーム
受信装置５０のシーケンス番号参照部５０３がフレーム１－２の損失を検出する。シーケ
ンス番号参照部５０３から、それ以降の同じデータフローの確認型フレームをバッファす
るように指示を受けたバッファ部５０４はフレーム１－３をバッファする。その後、再送
されてくるフレーム１－２を受信すると、バッファ部５０４が順序制御を行って、パケッ
ト再構成部５０５がパケットを再構成する。尚、異なるデータフローのフレーム２－１～
２－２はバッファせずにそのままパケット再構成部５０５に出力される。
【００４３】
【発明の効果】
本発明によれば、ＱｏＳ識別子に基づいて確認型フレームか否かを判断し、確認型フレー
ムに対してのみフレームの損失を判断して再送を要求するので、確認型フレームに対して
のみ再送制御を行うことができる。これにより、異なる再送条件からなる複数のデータフ
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数に関わらず１回で済むことになる。更に、データフロー識別子を付与することとすれば
、再送要求が発生したときに他のデータフローに影響を与えずに再送制御を行うことがで
きる。従って本発明の目的とする、無線プロトコルコネクションの設定を減少させると共
に、通信品質の向上及び移動機とネットワークのパフォーマンスを向上することができる
フレーム送受信システム、フレーム送信装置、フレーム受信装置、及びフレーム送受信方
法を提供することができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態を説明するためのネットワークの構成を示した図である。
【図２】本発明の実施形態であるフレーム送信装置の構成を示した図である。
【図３】本発明の実施形態であるフレーム受信装置の構成を示した図である。
【図４】本発明の実施形態において用いられる識別子を説明するための図である。
【図５】本発明の実施形態であるフレーム送信装置及びフレーム受信装置の動作を説明す
るための図である。
【図６】本発明の実施形態であるフレーム送信装置及びフレーム受信装置の動作を説明す
るための図である。
【符号の説明】
１ａ…ネットワーク、１０…移動通信ネットワーク、１０１…基地局、１０２…無線回線
制御局、１０３…コアネットワーク、２０…移動局、３０…移動ネットワーク、４０…フ
レーム送信装置、４０１…ＱｏＳ識別部、４０２…フレーム組立部、４０３…再送管理部
、４０４…誤り検出符号付与部、５０…フレーム受信装置、５０１…誤り検出部、５０２
…ＱｏＳ参照部、５０３…シーケンス番号参照部、５０４…バッファ部、５０５…パケッ
ト再構成部。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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